
〓 ア

ョ 「 ヽ 中 聯 害

レ
携

尋
轟
ξ

ア
  
 

ド

ッサ
琳
さ

露
i

轟
 
ぃ
、

¨ |」

∫

P

ゃ 二 ヽ ゃ

締 キ ヤ 一 繁́ 。

0 "

一 ∠ ０

む ご ヾ

鑢 講 鑢 言 ひ もヽ

平 お ９ パ

斗 ・

ヾ ζ く ハ 湊 ％ 」 嘔 ■ 等 ド ２ き べ ヽ

○ み ヽ ′ Λ ざ ピ ミ 拙 騎 ヾ 心 ヽ ビ 憮 Ｄ ①

轟 べ ♪ ゞ み ｆ ａ ■ ヾ Ｆ Ｌ 。

ゝ 癒 ヾ 孫 じ 、 ヾ 去 鞣 ド が ヽ
い き 宵

志 ぶ σ ザ 珊 ヾ

縫

゛ （ 〔 ヽ
ぐヽ

つ ぎ ０ ヽ 圧 醐

紺 針 ミ ゛ ｓ Ｓ ・

勇 ｆ 。ヽ 心 ｓ ヽ ― ― フ ゛ 二 千 ぷ 注 赳 バ ト

常 ひ 署 き ミ 半 ≫ ヾ ハ ヽ ヽ あ ― ― ‐

／ サ ぐ Ξ い ｏ ／ り ∫ 澁 （ ミ 豪 ド ざ 卜 い 了

ｏ ＼ ＼ 状 ５ Ｄ Ｊゞ

い ρ （ 照 ■ ド ヽヽ ミ

ヾ ゞ ↓ ゝ 鷲 ヽ ヽ 一 、 ミ 氏 Ｌ ゞ

財
，

卜 よ 呻
，

多 ｓ ３ い ヽ

Q

ｓ ＼‐ ド 岬

× 蠍 帝 Ｕ ■ ｉ ゞ ド 下 終 蒻 ン 、、 藍

⊃ 戸 、
ン
U

ド ホ い コ

Ｆ ふ ゛

〓 竃 δ ゞ ぐ ゛ Ｎ 麹 ゞ 礎 平 ■ ヽ

もゞ ン 下 斌
↑／ ♂ ぶ ふゝ が ヽ や

鍮 ｌ 尚 ё や ヽ （ ド き ヽ や 珈 ざ Ｆ

騨 ｙ Ｃ がヽ ｓ ヽ ２ ざ ゞ ≧ ・ が 几 〕 ｓ ｔ ｃ

ヽ ‐蒻 鮮 ビ ゛ ゛ ヾ 武ヽ

Ｑ ′́
，

ハ ず どヽ

，

村 いヽ 悔 バ

早 Ｓ テ ゛ ミ い



ご Ｓ 卜 よ て́ で 片

工 蓼 潔 僣 然 ゴ ー ″ Ｒ ィ，ｌ ｒ

ｐ 薫 ゞ ♪゙ ぬ 羮 ■ ム 蘇 さ ご ＼ い い ヽ Ｎ 一ヽ 点゙ 嗜 に 注 ぎ ∪

轟 ♪ ハ 縮 ゝ 挙ヽ ミ † 了 お い ざ ゛ Ｎ ｓ Ｓ

・ 峙 Ｊ 烏 黒 ゞ ），ヽ ）九
、Ｓ Ｒ Ｆ ミ ド

ル 式 ア ぶ 黒 漁 ヾ 抒 ひ モ 、 ド ミ ´

「 ジ 穴 ″ ベ ミ ぃ ぺ 「 ｛ Ｆ

′

ヽ こ 静ヽ ド ド 誡 翁 下 ） ゃ 、 ハ

Ｎ 二 鳴 料 ヽ

慮 ミ 代́ ） が み

ギ ミ ↓ ゛ ど 一 黙 式 ，゙

¨ヽ １ ％ ゃ ミ ヾ ♪

漏 ヨ 蕃 ド 鎌 丼 ゞ ム ∵ ′ 難 が ゛ で も

せ 繁 ヌ 主 淋 ｏヽ い ぃ ヽ さ 事 罵 ≫

ハヽ ζ ぶ せ Ｓ ぶ ゝ τ 違 鑢 マ ン

』 ン で 一ヽ 　́ しヽ お
．

絲 劇 ゞ ミ 、ド 摯 一 〔 げ ル ミゝ 巡 岬 や ぐヽ 一 針

澤 ン で ド 動 い け^ヽ た 、 「 ょ 、 こ か け 、 ぃ げ ぃ

い よ

ド ・ 恥

〆ヽ （ジ 　 ハ ∩

ヾ 毬

ヽ
I革 ハ
 

ヽ
′

膠

国
゛ 不

Ｓ ヽ

一 乙 Ｃ
Ｏ ” （ ①



lθ

『いくべきだ。最初は

E性のある炉をなるべ

次いでその炉をMA

'数
の基数を設置 し,

`積
みながら,経済性

」などの改良を重ねて

♭う。

こ 言うまでもなく,

)も う 1つの利点は熱

云換率が高く,増殖炉

1であるが,いつ, ど

」が必要になるか,ま

bか は,種々の要因に

こくい。いずれにして

)価格の推移やそれに

'ラ
ン価格,ブランケ

甲級の)Puが 自由に使

b度合いと時期, これ

菫「増殖」炉への要請 ,

■昇に伴うウラン資源

等々である。高速炉

Lやエネルギー需要の

スつつ軽水炉と漸次置

♭,最初の炉型の転換

5,あ るいは,類似の

蚤験を蓄積するなど
,

,き ることであろう。

:ついて 今まで「ウラ

げトンしかない」とさ

ド膨 験 糾 サ イ クル確 立

だをバ侮‐17

ｔ
鼻
‘
づ

´
　

´

′ヽ
”
一招

、ど
よかか

ド実行

i認知

tであ

ミ境の

ノギ~

,。 そ

_ 畔…
t

ι
715る手を́ の5″ι

■/f亀 争 即二t「轟ハたしいはヘ

摯軌t働籍:も げ・
′:I

lにれだ・fiC暴
炉`

え
、
、

イヽ
マ■

.ヽギ j―
モお

ウランと地球の不思議な関係

支
昌ηλ憔ギL已げ'品

Z贅∫亀潔哩認ξお饒 乳募J二る」:こ
ねまた隊の酉「摯!タイp他なかろう。

８
Ｃ
●８
ミ

Ｏ
ｐ
ｌ
‐
ョ̈
』
ミ

一
２

イ蜂 各元素の地殻存在度と宇宙存在度との比較(横軸は原子番号 1 縦軸は対数倍率)

炭素は宇宙の 6.000分の 1,水素は2o万分の 1(図の下にはみ出している)しかない。それに

引き換
ぅゃ

ランは突出しているに朝群朝井悪来科学指妻鐵宴地球の協嬰料専颯暮ぜまり)

ムと_
ヽ

― Th.
U

原子番号 Z



「
卜
Ｆ

―

ニ

Ｉ

Ю

log ttα u獣
‐一10g月∞smos

――――― ――~~~――― CD

勇
」・羮
一一理
轟再書
難
毒
‥

「
ｒ
ｏ
ｏｏ
コｏｏ
コす
０一ぃ０
コ
駄

０ヽ
卜
０
コ
ｒ
多
ｏ
ｏ
ヽ
多

一

ｒ
∝
」
６

嗅

当

」＼

Ｎ
Ｘ

Ｉ
Ｘ
Ｏ

い
〓
ァ
ぃＦ

多

”
ｒ

ゝ

Ｅ
３

コ
、Ｅ

ヨ

Ｆ

一
３

ョ
ぃコ
。
コ
”

σＪ
くｍ「亘３

吾
”　
≧
璽

工
Ｑ



哺
麟
げ
Ｆ

ｉ
ｌ
鶴

―

継

10椰 打 麟 爆嚇t… log月 ∞ 鰤 鰯

|   |
鱒   轟   ‐

漏
○
　
　
　
　
　
　
輔
Ｏ
　
　
　
　
　
　
心
〇
　
　
　
　
　
　
曲
働
　
　
　
　
　
　
輌
締
　
　
　
　
　
　
¶
癬

＞
辱
雷討
書争
訂
『Ｎ

Ｏ

國

電

酔

露

亀

陶

騨

難

聾

懲

中
蒻

撃

露

コ

白
建

酢

一
群

〓
Ｌ

盤

露

舞
れ

自

雪

Ｆ

≫

彗

肝

鳳

瑠

ず

野

酵

ぽ
一難

』
藝

ぽ
畳

Ｆ

摯

壺

殿

蘇

Ｆ
偏

群

爵

渥

聰

盤

３

咀
肝

書
膏
警

酢

砂
監

圏
貯

ユ

λ
Ｆ

鶴
多

Ｆ

占

ヽ
む

８

氣

讀

蔵
亀

密
‥

轡
顧

紳
Ｌ

ギ

ャ

嗜

ユ

ｂ

８

逸

瀞

多

融

計

砕
吼

露
爾
秒
冒

∫

通

層
訂

群

押
凛鋭ど載

一卿『　　一一　　一回働

篇
摯
黙
訴
Ｆ


